
講師

日時

会場

定員

岡村 眞 氏
（高知大学防災推進センター 特任教授）（高知大学防災推進センター 特任教授）

参加費
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みずほ
銀行

都営地下鉄三田線 千石駅下車 A1 出口より徒歩3分

ファミリー
マート

都立
小石川中等
教育学校

173

参加ご希望の方は、必ず事前に深田研ホームページの申込みフォームから
お申込みください。FAX・ハガキでもお申込み可能です。その際、氏名・所属・
連絡先（住所・電話番号）をご記入ください。
「深田研談話会」は技術士CPD ( 継続教育 ) 履修実績として申請することができます。

　　   公益財団法人 深田地質研究所
　　　〒113-0021 東京都文京区本駒込 2-13-12　　　
　　　TEL 03-3944-8010 FAX 03-3944-5404
     http://www.fgi.or.jp/

写真：調査風景

無料80 名 (先着順 )

深田地質研究所 研修ホール
15:00 ～17:00 【14:30 開場】
2016年7月1日（金）

・申込み開始：2016 年 6月08日（水）
・申込み締切：2016 年 6月29日（水）
・定員に達し次第締め切ります。

講演概要：
巨大地震の「証拠」が西南日本
沿岸域の小さな池に眠る。
7,000年間の池の記録は、三連
動型の巨大地震が300年周期で
発生してきたことを示す。次が
この連動型の巨大地震津波に
なる確率は70％。災害に備える
には、地盤のよい標高30m以上
の高台に住むこと。百年に一度、
宿命的に流されない「街造り」が
いま、求められている。


